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高性能林業機械実証事業について (ll)

1、はじめに

前号では、緩{験4タイプのハーベスタとフォワー

ダの組合せについて紹介しました。今回は、急傾

斜タイプのタワーヤーダとプロセッサの組合せに

ついて紹介します。県内の人工林で木材生産機能

の高い森林面積の73%は、傾斜20度以上の急傾斜

地です。この急傾斜地での立木の伐倒は、大型機

械が入らないので従来のチェンソーで行います。

次に全木・全幹・短幹で材木を搬出するのに便利

なのがタワーヤーダです。全木・全幹で搬出した

材の枝払い・視IJ尺・玉切等の造材やはい積等の作

業をするのがプロセッサです。

2.使用した機械及び調査方法

使用した機械の特長等については、表-1のと

おりです。

調査地の概要は、表-2のとおりです。作業地

は天竜村の基幹林道虫川新野峠線の端で一般通行

車両もあり、作業土場が狭くプロセッサ作業が円

滑を欠く面がみられました。

調査項目は、 1日の生産性、各作業の時間構成

(サイクルタイム)、タワーヤーダについては設置・

撤去の時間、プロセッサについては造材の状況、

作業経費等について実施しました。

表-1 高性能林業機械実証事業で使用した機械の特長

区 分 機 種 機械メーカー 機械の価格

タワーヤーダ RMK- 及川自動車 980万円1 8 0 T 

プロセッサ GP-30 イワフジ工業 1，900万円

表-2 調査地等の彼要

調査期間 11月5日-11月30日 平均直径

調査場所 天竜村個人有林 平均樹高

実 施 者 飯伊森林組合 ha当り本数

面 積 0.76 ha ha当り蓄積

傾 斜 20-40度 単木材積

樹 種 スギ(一部ヒノキ) 間 伐 法

林 齢 28-30齢 間 伐 率

集材距離 平均100m 市場までの距離

調査方法は、作業工程等は 8mmビデオに収録し

解析・集計し、経費的なものは森林組合の事業報

告からとりまとめました。この調査には、森林総

合研究所・下伊那地方事務所・飯伊森林組合の協

力により実施しました。

3.調査結果及び考察

(1) タワーヤーダの生産性

タワーヤーダの設置は45分弱、撤去は23分弱で

合計，67分で 1回の設置撤去ができます。 1日6時

間稼働で平均搬出距離55mでは、 17.3rrl集材・搬

出できます。

集荷作業を①空搬器移動、②索下げ・引出し、

③荷掛け、④索引込み、⑤実搬器移動、⑥荷直し、

⑦荷卸、⑧準備等を 1工程とした全木集材を実施

するとその時間構成は、図 lのとおりです。下

げ荷では、⑤の荷をつけた搬器移動に23.1%、上

げ荷でも、⑤の実搬器移動が16.2%で最多の時聞

がかかりました。1回当りの時間は、下げ荷306

秒(5分6秒)上げ荷399秒(6分39秒)かかり

ました。 1日当りの集材量は下げ荷18.2rrf、上げ

荷17.1rrf平均17.3rrfとなりました。(上げ荷、下

げ荷それぞれ単木材積が異なる)

(2) タワーヤーダの設置・撤去

推定日損料

7，762円

15，444円

点

主な仕事等

冗集材柱機付架線

尺枝払い・測
-玉切り

22 cm 

22 ロ1

1，200 本

512 rrl 

0.43 rrl 

状

21 % 

30 km 

索張方式は、ラン

ニングスカイライン

を採用しました。設

置3回の平均で2674

秒 (44分34秒)、撤去

2回の平均で1355秒

(22分35秒)かかり

ました。今回の作業

は、 4人で設置・撤

去を4029秒かかり延

べ16，116秒(4時間

28秒)となり人工数

は0.75人となります。

これは現行のスパー

ン100m級のもので
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人工数が、 10人以上要したのに比較すると大幅な

縮小であり、タワーヤーダの特長でもあります。

図ー 1 タワーヤーダの作業礎知l時間布陣成
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‘ (3) プロセッサの生産性

プロセッサは、 1日22.3rri処理できます。また、

造材で寸法不足は、 2.4%程度でした。

プロセッサによる作業を、①機体の移動、②材

の掴み、③移送、④造材(枝払い、測尺、玉切り)

⑤はい積、⑥土場整理を l工程として作業を繰り

返します。その時間構成は、図-2のとおりです。

④の造材が最も多く 1本当り91秒(1分36秒)か

かります。また①と③の計が28.2%で集材作業と

造材作業を円滑にする土場の確保が必要です。

1本当りの造材時間は、 268秒(4分28秒)で

1日6時間稼働で22.29rrf処理できました。

図-2 プロセッサの作業種別時間4構成
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(4) プロセッサによる造材精度等

今回は、オペレーターの負担を軽くするため、

材種を4m、3m、2mの3種としました。全体

で、 122本調査した内、寸法不足が3本で2.4%、

設定した寸法を10cm以上超える材が22本18.1%で

ました。

また、造材した材の、はい積をプロセッサのグ

ラップルで行ったので作業員が重労働から開放さ

れ、狭い土場での能率向上が図られました。

(5) 経費

rri当りの経費は、 16，973円で従来法より 100円

程低減できました。 1人 1日当り生産量は2.57rri 

で従来法より31%向上しました。

今回の実証事業では、面積0.76haで、間伐材積

88.4 rrfを生産しました。販売は、ログハウス用注

文材、山土場製材機使用材(かくびき君)及び市

場出荷により行い lrrf当り24，971円となりました。

生産経費は、労務費7，012円 (41%)、機械費1，5

30円 (9%)など合計16，973円かかりました。

また、 1人1日当り生産量は、 2.57rrfで当該地

域でラジキャリ一等実施している平均の1.96rrfよ

り31%向上しました。

4. システム化に向けての改善

前号の緩傾斜タイプと、当号の急傾斜タイプに

おける機械及びシステムの改善点を紹介します。

(1) ハーベスタとフォワーダの組合せ

① ハーベスタとフォワーダの能力差が大き

いのでハーベスタの能力に匹敵するフォワー

ダの配置や大型化及び他の機械での支援を

検討する。

② フォワーダがノfワー不足で能率が悪いの

でエンジン出力、油圧機構、登坂力、足回

りの強化、改善を検討する。

③ 大型機械の林内作業による林地の撹乱や

締め固めが予想されるので今後検討する。

④ オベレーターにより能率が異なるので若

い人を中心に計画的にオベレーターを養成

する。

⑤ 機械が高額のため、償却費等の比率が高

いので、機械の効率的使用と稼働率の向上
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を図る。

(2) タワーヤーダとプロセッサの組合せ

① 両機械の平行作業を行ったため片方の機

械の能率により生産性が左右されるので土

場の広さを考慮した作業方法を検討する。

② タワーヤーダ作業で横取りの場合、搬器

の固定、ワイヤーの引出しに多くの時間と

労力がかかるので搬器の改良を検討する。

③ プロセッサ作業が林道上で土場が狭いの

で機械が充分旋回、作業ができる場所、は

い積場を確保する。

④ 伐倒木の方向が不揃いで、架線方向とず

れており搬出機能を低下させたので、架線

予定線を確認し集材作業が容易な方向に伐

倒を統一する。

5. まとめ

この実証事業等から今後機械化の推進策として

① 機械化の計画的推進

② 適正事業量の確保

③ 機械化作業を考慮した路網整備

④ 森林組合等の基盤整備

⑤ オペレーターの計画的養成

⑥ 高性能林業機械の導入に当たって補助・融

資制度の適用による助成措置

⑦ 高性能林業機械作業システムのモデル事業

調査等の推進

⑧ 林業機械化の普及啓発

⑨ 高性能林業機械及び作業システムの開発改

良が考えられこれ等を積極的に実施すること

により県内林業の生産性・労働安全性の向上

が期待できます。

|新規試験研究課題紹介!

平成4年度に新しい 5つの課題に取り組むことになりました。この内容についてお知らせします。

育林部関係

1.マツノマダラカミキリの生物的防除法究明 (国補 H 4 ~H 6) 

松くい虫防除で今まで行なってきた「マツ枯損の激化抑止技術」に引続き、環境に影響の少ない天敵鳥類・

微生物の利用による生物的防除法の実用化に向けての検証をしようとするものです。

2.市街地環境緑化に関する研究 (H 4 -H 8) 

都市住民等に快適な生活環境を提供するという観点から、都市部の環境緑化がクローズアップされてきまし

た。しかし、植栽した街路樹・公園樹の衰弱したものが各地で見られるようになってきたため、この原因を解

明し、衰弱要因に対応しうる長野県の環境に適応した樹種を検討するものです。

木材部関係

3.地域産針葉樹中小径木を利用した住宅用高機能部材開発のための試験調査 (国補 H 4) 

本県の代表的人工造林樹種であるカラマツの中径木は、乾燥時にねじれが生じやすいことなどから、心持ち

l丁取りの柱としてはあまり利用されていません。

そこで 心持ち柱材としての利用を図るため、 JAS等級、節、年輪幅、繊維傾斜、乾燥の方法と製品の強

度などを検討するものです。

4.県産中小径材等を用いた耐候性高性能部材の開発 (H 4 ~H 8) 

カラマツを中心とした県内の人工林から生産される材の多くは中小径材の段階です。これらの材は、加工利

用面から見ると材質的に劣っており、その新たな利用方法の開発が重要となっています。 そこで、特に科学

処理による耐候性、耐腐朽性、高耐火性を付与した外装部材などの開発を進めるとともに、屋外でも使用でき

る構造用集成材の開発を図るものです。

育林部と木材部の共通課題

5. 天然生広葉樹林の良質化施業技術と利用技術の開発 (H 4 ~H 8) 
県下には多くの天然生広葉樹林が分布していますが、その大部分が中小径木であり木材資源としては価値の

低い状態にあります。しかし、広葉樹材に対する需要は年々増えているため、これら広葉樹林の良質化と大径

木生産のための施業技術を開発するとともに、広葉樹材の高付加価値化を図るものです。
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